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２
０
２
５
年
12
月
１
日
で

組
合
健
保
や
協
会
け
ん
ぽ
の

加
入
者
約
７
７
０
０
万
人
の

健
康
保
険
証
が
使
え
な
く
な�

っ
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
や
多
く
の
国
保
は
既
に
７

月
に
有
効
期
限
を
迎
え
て
い

る
▼
12
月
２
日
の
完
全
移
行

か
ら
は
、
代
わ
り
に
マ
イ
ナ

保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

を
利
用
し
て
保
険
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
10
月
時
点

で
、
約
37
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
▼
厚
労
省
は
不
安
と
混

乱
を
避
け
る
た
め
、
当
面
は

６
月
末
国
保
の
加
入
者
に
つ

い
て
、
２
０
２
６
年
３
月
ま

で「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

単
体
で
も
保
険
診
療
を
受
け

ら
れ
る
と
い
う
運
用
を
示
し

た
。
11
月
に
は
本
来
は
期
限

切
れ
と
な
る
は
ず
の
従
来
の

保
険
証
を
２
０
２
６
年
３
月

ま
で
利
用
可
能
と
す
る
特
例

措
置
を
周
知
し
た
▼
こ
れ
ら

は
ル
ー
ル
の
例
外
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
数
種
類
の
資
格

証
が
混
在
す
る
事
態
が
生
み

出
さ
れ
た
。
ス
マ
ホ
保
険
証

も
利
用
可
能
と
な
っ
た
が
、

ス
マ
ホ
対
応
の
汎
用
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
設
置
は
任
意

で
、
利
用
は
限
定
的
で
あ
る

▼
マ
イ
ナ
保
険
証
が
迷
走
を

続
け
て
い
る
。
原
因
は
政
府

が
国
民
の
理
解
を
十
分
に
得

な
い
ま
ま
、
マ
イ
ナ
保
険
証

一
本
化
を
急
い
だ
こ
と
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。�

（
道
）

近
隣
で
同
時
閉
院
の
衝
撃

近
隣
で
同
時
閉
院
の
衝
撃

　

９
月
末
日
、
札
幌
市
内
で

最
も
高
齢
世
帯
が
多
い
地
域

で
、
２
つ
の
診
療
所
が
閉
院

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
同

地
域
で
５
カ
所
目
の
閉
院
で

あ
る
。
共
に
高
齢
医
師
で
悪

化
す
る
経
営
環
境
が
背
景
に

あ
る
。
１
つ
は
従
来
の
紙
カ

ル
テ
、
他
方
は
法
人
が
電
子

カ
ル
テ
導
入
直
後
で
、
余
剰

人
件
費
と
設
備
投
資
が
赤
字

の
過
半
を
占
め
た
ら
し
い
。

　

「
医
療
経
済
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
、病
院
の
67
・２
％

で
昨
年
度
赤
字
だ
っ
た
。
法

人
・
個
人
立
と
も
に
医
業
収

益
は
減
少
し
、
人
件
費
等
の

医
業
費
用
が
増
加
し
た
た
め

で
あ
る
。

　

日
医
の
調
査
で
は
、
過
去

数
年
の
急
激
な
経
営
実
態
の

悪
化
に
よ
り
調
査
対
象
の
14�

％
が
近
い
将
来
の
廃
業
を
考

え
て
い
る
。
20
年
後
に
は
道

内
の
診
療
所
が
半
減
す
る
と

さ
れ
、厚
労
省
の
構
想
と
は
真

逆
の
予
想
だ
。
本
会
の
調
査

で
も
同
様
の
結
果
で
、
電
子

カ
ル
テ
も
経
営
上
の
理
由
で

導
入
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

破
綻
す
る
地
域
医
療
構
想

破
綻
す
る
地
域
医
療
構
想

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
厚
労

省
の
地
域
医
療
構
想
は
、
毎

年
確
実
に
増
え
る
医
師
数
を

前
提
に
し
て
、
地
域
医
師
数

と
所
属
科
の
偏
在
を
無
く
し

た
場
合
、
５
～
６
年
後
に
は

必
要
な
医
療
機
能
は
充
足
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。
専
門
医

制
で
地
域
毎
の
上
限
数
を
決

め
、
不
足
す
る
科
を
開
業
認

可
条
件
と
す
る
内
容
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
が
、
道
内
の

医
療
機
関
数
は
医
科
、
歯
科

共
に
確
実
に
減
少
を
続
け
て

い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
国
の
地

の
サ
ポ
ー
ト
が
希
薄
な
地
域

は
、
か
か
り
つ
け
医
、
在
支

診
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整

備
加
算
等
が
申
請
困
難
で
、

経
営
上
は
明
ら
か
に
マ
イ
ナ

ス
だ
。
し
か
も
診
療
所
の
利

益
率
が
高
い
と
し
て
、
そ
こ

を
減
ら
し
て
病
院
群
に
充
て

る
論
調
が
喧
伝
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
院
長
給
与
を
引

き
下
げ
、
職
員
給
与
を
上
げ

て
い
る
実
態
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

　

赤
字
経
営
で
も
、
金
融
資

産
が
あ
れ
ば
増
税
さ
れ
る
こ

と
が
経
済
財
政
諮
問
会
議
で

俎
上
に
上
が
り
、
高
額
医
療

費
負
担
上
限
額
の
大
幅
上
昇

も
看
過
で
き
な
い
。
医
療
継

続
の
希
望
が
あ
っ
て
も
、
今

後
の
設
備
投
資
や
増
税
に
失

意
の
閉
院
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

喫
緊
の
課
題
・
有
効
な
対
策

喫
緊
の
課
題
・
有
効
な
対
策

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
基

幹
病
院
の
機
能
充
実
が
優
先

さ
れ
て
き
た
が
、
中
小
規
模

医
療
機
関
の
充
実
と
そ
の
連

携
の
強
化
も
必
要
だ
。

域
医
療
構
想
に
は
「
大
規
模

な
感
染
症
対
策
」
が
位
置
付

け
ら
れ
て
お
ら
ず
、そ
の
後
の

補
助
金
も
不
十
分
か
つ
支
払

い
遅
延
が
医
療
機
関
を
苦
し

め
て
き
た
。
同
時
に
医
療
機

能
強
化
の
為
に
推
進
さ
れ
て

き
た
医
療
Ｄ
Ｘ
化
は
、
現
状

で
は
一
部
基
幹
病
院
の
機
能

増
強
以
外
に
利
点
は
少
な
い
。

　

補
助
金
の
多
く
は
関
連
業

界
に
流
れ
、
施
設
改
善
、
機

器
購
入
の
後
払
い
契
約
が
大

学
病
院
、
基
幹
病
院
で
今
年

度
以
降
も
経
営
を
圧
迫
す
る
。

　

基
幹
病
院
を
と
り
ま
く
中

小
の
医
療
機
関
の
8
割
は
実

質
的
か
か
り
つ
け
医
機
能
を

果
た
し
て
い
る
が
、
休
日
、

夜
間
の
在
宅
医
療
等
に
取
り

組
む
医
療
機
関
は
未
だ
半
数

程
度
だ
。

孤
立
す
る
診
療
所

孤
立
す
る
診
療
所

　

少
人
数
体
制
で
周
辺
か
ら

　

本
会
は
11
月
27
日
、
日
常

診
療
を
続
け
て
い
く
上
で
必

要
な
各
種
対
策
に
つ
い
て
、

会
員
・
会
員
医
療
機
関
職
員

向
け
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
開
催
に
先
立
ち
、

橋
本
透
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
「
保
険
診
療
を
行
っ
て
い

く
上
で
は
、
診
療
報
酬
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
加

え
、
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
医

療
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
も
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け

医
報
告
制
度
や
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
、
医

療
機
関
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。

本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
今
後
の

対
策
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
４
つ
の
テ
ー

マ
に
分
け
て
実
施
し
た
。
ま

ず
、
伊
藤
寧
審
査
対
策
部
長

よ
り
、
指
導
・
監
査
に
対
す

る
日
常
診
療
の
留
意
点
に
つ

い
て
、
日
常
診
療
で
の
具
体

的
な
対
策
を
含
め
説
明
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
伊
藤
正

美
審
査
対
策
部
副
部
長
が
、

保
険
診
療
に
係
る
請
求
上
の

留
意
点
を
概
説
し
た
。次
に
、

池
田
博
理
事
が
、
１
月
か
ら

開
始
す
る
か
か
り
つ
け
医
報

告
制
度
に
つ
い
て
、
制
度
の

概
要
と
報
告
上
の
留
意
点
を

紹
介
し
た
。
最
後
に
、
事
務

局
が
医
療
機
関
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い

て
、
必
要
な
対
応
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は

多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
は
個
々
の
強
化

か
ら
連
携
の
強
化
が
よ
り
重

視
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
。

　

札
幌
市
で
は
一
部
の
介
護

審
査
会
を
ウ
ェ
ブ
で
実
施
し

て
い
る
。
往
復
時
間
が
無
く

短
時
間
で
終
了
し
、
参
加
者

の
時
間
的
身
体
的
負
担
が
大

幅
に
軽
減
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

同
様
に
病
診
間
の
紹
介
患

者
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
遠

方
の
患
者
・
家
族
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
面
会
、
退
院
後
や
定

期
往
診
患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
も

他
職
種
と
の
連
携
で
容
易
だ
。

　

問
題
は
ま
だ
多
く
の
医
師

が
電
子
カ
ル
テ
や
オ
ン
ラ
イ

ン
に
必
要
な
機
材
と
ス
キ
ル

に
乏
し
い
事
だ
。
そ
こ
で
各

自
治
体
の
出
番
、
鼎
の
軽
重

が
問
わ
れ
る
。
医
療
機
関
と

契
約
し
、
必
要
機
材
と
当
面

の
人
的
・
技
術
支
援
を
地
元

自
治
体
が
全
面
的
に
引
き
受

け
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
関

係
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

主
導
す
べ
き
だ
。
そ
れ
こ
そ

が
医
療
の
効
率
化
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
。

　

抜
本
的
に
は
診
療
報
酬
の

大
幅
な
引
き
上
げ
が
基
本
だ

が
、
補
助
金
は
地
域
医
療
の

連
携
強
化
に
効
果
的
な
運
用

が
期
待
さ
れ
る
。

　

12
月
６
日
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
、
会
員
と
家
族

66
人
が
参
加
し
た
。

　

石
塚
祐
司
文
化
厚
生
部
長

の
司
会
の
も
と
、
橋
本
透
会

長
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
開

宴
。
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
高
橋

雅
子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

前
田
朋
子
さ
ん
を
お
招
き
し

て
開
催
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
ジ
ブ
リ
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
名
曲
メ
ド
レ
ー
に
加

え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
オ
ペ
ラ

の
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
で
は
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
度
に
、

会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ

が
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
歓
談
と
会
食
を
楽

し
ん
だ
。
一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
心
行
く
ま
で
楽
し
ん

だ
参
加
者
は
、
瞬
く
間
に
過

ぎ
去
っ
た
時
間
を
名
残
惜
し

み
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ぜ
ひ
来

年
も
参
加
し
た
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
盛
会
裏
に

終
了
し
た
。

　主な目次　
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２
面
…
●
時
論
「
医
療
再
生
の
『
試

金
石
』」

　
　
　
●
第
11
回 

歯
科
市
民
集
会

３
面
…
●
ど
さ
ん
こ
通
信
１
７
９

　
　
　
　（
稚
内
市
）

　
　
　
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

編集発行人

　
厚
労
省
の
「
医
療
経
済
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
昨
年
度
は
病
院
の
67
％

が
赤
字
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金
・
診
療
報
酬
特
例
措
置
の
廃
止
で
急

激
に
悪
化
し
た
。
政
府
は
診
療
報
酬
改
定
を
待
た
ず
に
「
医
療
・
介
護
パ
ッ

ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
で
措
置
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
場
の
厳
し
さ
を
踏
ま
え

れ
ば
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

加
速
す
る
医
療
過
疎
、
突
然
の
閉
院

加
速
す
る
医
療
過
疎
、
突
然
の
閉
院

―
拙
速
な
医
療
Ｄ
Ｘ
が
医
師
偏
在
化
を
助
長
―

―
拙
速
な
医
療
Ｄ
Ｘ
が
医
師
偏
在
化
を
助
長
―

日常の診療に関わる各種対策日常の診療に関わる各種対策
保険診療セミナー保険診療セミナー

ク
リ
ス
マ
ス
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

　　

圧
巻
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

圧
巻
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　　

　
歌
声
と
音
色
に
酔
い
し
れ
る

　
歌
声
と
音
色
に
酔
い
し
れ
る
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日
本
の
医
療
現
場
が
、

重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
診
療

報
酬
の
「
本
体
部
分
改
定

率
」
は
、物
価
や
人
件
費
、

材
料
費
の
上
昇
と
概
ね
連

動
し
て
き
た
。
し
か
し
、

２
０
２
２
年
度
以
降
は
物

価
・
光
熱
費
・
人
件
費
の

急
騰
に
改
定
率
が
追
い
つ

か
ず
、
補
填
不
足
が
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２�

４
年
度
の
本
体
改
定
率
は

＋
０・
８
８
％
に
と
ど
ま

り
、
実
際
の
コ
ス
ト
上
昇

に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。

２
０
２
０
～
２
０
２
４
年

度
に
お
け
る
医
療
機
関
の

コ
ス
ト
上
昇
に
対
し
、
診

療
報
酬
本
体
の
伸
び
は

５
％
以
上
不
足
し
て
い
た

と
の
分
析
も
あ
る
。

　

本
稿
執
筆
時
点
で
は
未

定
だ
が
、
発
行
時
に
は
２�

０
２
６
年
度
診
療
報
酬
本

体
部
分
改
定
率
が
確
定
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
今
次
改

定
で
は
、
物
価
や
人
件
費

の
上
昇
を
実
勢
に
即
し
て

補
填
が
必
要
で
あ
る
。
関

係
団
体
や
有
識
者
の
間
で

は
、
過
去
の
補
填
不
足
分

に
加
え
、
近
年
の
急
速
な

イ
ン
フ
レ
を
踏
ま
え
れ
ば

「
本
体
を
10
％
以
上
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
強
い
主
張
が
出
て
い
た
。

　

一
方
、
財
政
抑
制
を
重

視
す
る
行
政
・
保
険
者
側

は
慎
重
姿
勢
を
崩
さ
ず
、

政
府
内
で
の
財
源
調
整

は
難
航
が
予
想
さ
れ
た
。

２
０
２
６
年
度
改
定
を
め

ぐ
っ
て
は
、
高
額
療
養
費

制
度
の
見
直
し
、
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
割
合
の

増
、
医
薬
品
費
の
抑
制
策

強
化
な
ど
、
社
会
保
障
全

体
の
再
構
築
と
絡
む
議
題

が
相
次
ぎ
、
診
療
報
酬
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
医

療
財
政
の
構
造
問
題
が
露

呈
し
て
い
る
。

　

今
次
改
定
は
報
酬
見
直

し
の
枠
を
超
え
、
地
域
医

療
構
想
の
実
効
性
確
保
、

医
師
偏
在
の
是
正
、
医
療

Ｄ
Ｘ
対
応
な
ど
、
医
療
提

供
体
制
全
体
の
再
設
計
を

問
う
転
換
点
と
な
る
。
高

齢
化
が
進
み
医
療
需
要
が

増
す
中
、
診
療
報
酬
の
適

正
化
は
単
な
る
「
値
上
げ

論
」
で
は
な
く
、
医
療
の

持
続
可
能
性
を
左
右
す
る

国
家
的
課
題
で
あ
る
。
現

実
に
即
し
た
改
定
を
怠
れ

ば
、
地
域
で
必
要
な
医
療

が
受
け
ら
れ
な
い
「
医
療

空
白
地
帯
」
が
さ
ら
に
広

が
り
、
命
と
生
活
に
直
結

す
る
深
刻
な
事
態
を
招
き

か
ね
な
い
。
政
府
の
医
療

費
抑
制
一
辺
倒
の
姿
勢
を

改
め
、
現
場
の
コ
ス
ト
構

造
や
人
材
の
実
態
を
踏
ま

え
た
現
実
的
な
改
定
が
で

き
る
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
２
０
２
６
年
度
改
定

は
、
日
本
の
医
療
が
再
生

へ
向
か
う
か
を
左
右
す
る

「
試
金
石
」
と
な
る
。

る
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
、
再

び
寿
司
や
ビ
ー
ル
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
症
例
も
紹

介
。「
食
べ
ら
れ
な
い
」
の

で
は
な
く
、「
食
べ
さ
せ
る

た
め
の
技
術
や
体
制
が
不
足

し
て
い
る
」
こ
と
こ
そ
が
本

質
的
な
課
題
だ
と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、
フ
レ
イ
ル
や
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
、
低
栄
養
を
防

ぐ
た
め
の
日
常
的
な
備
え
と

し
て
、
定
期
的
な
歯
科
受
診

に
よ
る
口
腔
管
理
、
体
重
や

食
事
内
容
の
変
化
に
注
意
す

る
こ
と
、
十
分
な
た
ん
ぱ
く

質
摂
取
の
重
要
性
を
説
明
。

加
え
て
、
災
害
時
の
限
ら
れ

た
環
境
で
も
実
践
で
き
る
、

少
な
い
水
で
行
う
口
腔
ケ
ア

や
、
手
に
入
る
食
材
を
嚥
下

し
や
す
い
形
態
に
加
工
す
る

工
夫
も
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
小
山
氏
は
、「
い

つ
か
必
ず
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
時
が
来
る
。
そ
の
時
ど
う

し
て
ほ
し
い
か
を
、
元
気
な

う
ち
か
ら
家
族
と
し
っ
か
り

話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
人

生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
必
要

性
を
呼
び
か
け
「
医
療
・
福

祉
職
、
家
族
、
地
域
が
力
を

合
わ
せ
、
口
か
ら
食
べ
る
幸

せ
が
当
た
り
前
に
守
ら
れ
る

社
会
を
目
指
し
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

噛
み
に
く
い
・
む
せ
る
・

食
べ
こ
ぼ
す
・
口
の
乾
き
・

滑
舌
低
下
な
ど
、
見
過
ご
さ

れ
が
ち
な
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
」
の
重
要
性
を
解
説
し

た
。
こ
う
し
た
衰
え
を
放
置

す
る
と
、
柔
ら
か
い
食
品
を

選
ぶ
よ
う
に
な
り
噛
む
機
能

が
低
下
、
低
栄
養
や
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
を
経
て
要
介
護
状
態

に
至
る「
フ
レ
イ
ル
ド
ミ
ノ
」

が
進
行
す
る
と
説
明
し
た
。

　

講
演
で
は
、歯
の
本
数
や
む

せ
、
乾
燥
な
ど
５
項
目
で
行

う
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、

唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
発
音

体
操
や
舌
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
日
常
で
実
践
で
き
る
予

防
法
を
紹
介
し
た
。
梁
川
氏

は
「
鍛
え
れ
ば
改
善
で
き
る
。

今
の
健
康
を
保
ち
、
い
つ
ま

で
も
美
味
し
く
食
べ
、楽
し
く

笑
え
る
お
口
づ
く
り
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。 　

植
田
氏
は
歯
科
技
工
業
界

が
抱
え
る
深
刻
な
課
題
を
指

摘
し
た
。
養
成
校
の
入
学
者

は
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
ま

で
減
少
し
、
就
業
者
の
高
齢

化
も
進
行
。
長
時
間
労
働
や

低
賃
金
、
高
い
離
職
率
が
背

景
に
あ
り
、
そ
の
結
果「
技

工
士
免
許
取
得
者
12
万
人
の

う
ち
従
事
者
は
３
割
弱
」
と

い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

述
べ
た
。

　

一
方
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
歯
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
が
進

み
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
新

た
な
魅
力
と
な
る
点
に
も
触

れ
た
。
ク
ラ
ウ
ド
連
携
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
が

広
が
り
、
働
き
方
改
革
へ
の

期
待
を
示
し
た
。

　

最
後
に
「
業
界
発
展
に
は

　

講
演
は
小
山
氏
が
、
急
性

期
病
院
で
長
年
要
介
護
高
齢

者
の
摂
食
嚥
下
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
を
踏
ま
え
「
日
本

は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
り

な
が
ら
、
世
界
一
経
口
摂
取

を
禁
止
す
る
国
で
も
あ
る
」

と
述
べ
た
。
誤
嚥
性
肺
炎
を

恐
れ
る
あ
ま
り
、
医
療
現
場

で
は
点
滴
や
胃
ろ
う
が
安
易

に
選
択
さ
れ
、「
本
当
は
食

べ
た
い
人
」
が
十
分
な
支
援

を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
食
事

の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
現

状
を
指
摘
。「
食
べ
る
こ
と

は
尊
厳
を
守
り
、
生
き
る
根

幹
を
支
え
る
行
為
で
あ
る
」

と
強
調
し
、
姿
勢
や
口
腔
機

能
、
栄
養
、
認
知
状
態
な
ど

13
項
目
を
多
面
的
に
評
価
す

る
「
Ｋ
Ｔ
バ
ラ
ン
ス
チ
ャ
ー

ト
」
を
用
い
た
支
援
の
重
要

性
を
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
嚥
下
造
影
で
「
経

口
摂
取
困
難
」と
判
断
さ
れ
、

胃
ろ
う
や
経
鼻
チ
ュ
ー
ブ
に

よ
る
栄
養
管
理
の
み
と
さ
れ

て
い
た
人
が
、
姿
勢
調
整
、

ス
プ
ー
ン
の
角
度
や
形
状
の

工
夫
、徹
底
し
た
口
腔
ケ
ア
、

た
ん
ぱ
く
質
を
意
識
し
た
栄

養
管
理
、
多
職
種
連
携
に
よ

適
正
な
労
働
環
境
と
報
酬
整

備
が
不
可
欠
」
と
強
調
し
、

技
術
向
上
と
環
境
改
善
に
向

け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
の

重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
訴
え

た
。

　

芦
田
副
部
長
は
２
０
１
３

年
の
第
１
回
歯
科
市
民
集
会

で
の
講
演
か
ら
12
年
が
経
過

し
た
現
在
、
歯
科
医
療
は
素

材
や
技
術
の
進
歩
に
よ
り
白

い
歯
や
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
、
限
定
的
な
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
な
ど
保
険
適
用
が
拡
大
し

た
一
方
で
、依
然
と
し
て「
保

険
と
自
費
の
二
本
立
て
」
と

い
う
分
か
り
に
く
い
構
造
が

続
い
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
歯
科
医
療
費
は

全
体
の
約
７
％
に
と
ど
ま

り
、
物
価
高
や
材
料
費
、
人

件
費
の
上
昇
に
診
療
報
酬
が

追
い
つ
か
ず
、
歯
科
医
院
の

経
営
は
す
で
に
限
界
に
達
し

て
い
る
現
状
を
説
明
。
経
済

的
理
由
で
必
要
な
治
療
を
あ

き
ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
保
険
適
用
の
拡
大
と
負

担
軽
減
の
重
要
性
を
訴
え

た
。

人
生
の
最
期
ま
で

�

食
べ
続
け
ら
れ
る
た
め
に
！

基
講
調
演
講
師　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
口
か
ら
食
べ
る

幸
せ
を
守
る
会　

理
事
長

小
山
　
珠
美
　
氏

健
康
は
お
口
か
ら

�

～
気
付
い
て
い
ま
す
か
お
口
の
さ
さ
い
な
衰
え
～

講
演
講
師　

�

北
海
道
歯
科
衛
生
士
会

�

札
幌
支
部　

副
支
部
長

梁
川
　
佳
奈
　
氏

歯
科
技
工
業
界
の
課
題
と

�

改
革
へ
の
取
り
組
み

講
演
講
師　

札
幌
歯
科
技
工
士
会　

専
務

植
田
　
剛
士
　
氏

保
険
で
良
い

�

歯
科
治
療
の
は
な
し

講
演
講
師　

北
海
道
保
険
医
会

�

　

歯
科
副
部
長

芦
田
　
眞
治
　
氏

講師の小山 珠美 氏

講師の梁川 佳奈 氏

講師の植田 剛士 氏

講師の芦田 眞治 氏

オーラルフレイルチェックを受ける来場者

歯科技工物の実物を展示

医
療
再
生
の
「
試
金
石
」

　

11
月
15
日
、
本
会
は
第
11
回
歯
科
市
民
集
会

を
札
幌
市
で
開
催
し
、
多
く
の
一
般
市
民
や
医

療
関
係
者
が
参
加
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
食

べ
る
力
を
次
々
に
回
復
さ
せ
る
摂
食
嚥
下
の
第

一
人
者
・
小
山
珠
美
氏
を
講
師
に
迎
え
た
ほ
か
、

本
会
を
含
む
歯
科
３
団
体
が
歯
科
医
療
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、

各
講
演
の
要
旨
と
、
同
時
開
催
し
た
歯
科
イ
ベ

ン
ト
の
写
真
を
紹
介
す
る
。

口から幸せになろう！口から幸せになろう！
歯科市民集会第11回
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27
年
ぶ
り
に
北
海
道
に
戻

り
ま
し
た
。
石
狩
市
で
「
し

ろ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
運
営
し
て
い
る
坂
爪

悟
で
す
。
30
歳
ま
で
旭
川
医

科
大
学（
医
学
部
医
学
科
・

医
学
研
究
科
）
に
在
籍
し
、

そ
の
後
は
臨
床
の
遅
れ
を
取

り
戻
そ
う
と
内
地
に
飛
び
ま

し
た
。
今
は
亡
き
清
瀬
小
児

病
院
で
腎
臓
を
学
び
、
そ
の

あ
と
は
獨
協
医
大
埼
玉
医
療

セ
ン
タ
ー
小
児
科
で
臨
床
遺

伝
を
専
門
と
し
、二
十
数
年
、

ほ
ぼ
獨
協
の
人
事
に
よ
り
国

内
を
放
浪
し
北
海
道
に
戻
り

ま
し
た
。
長
崎
大
学
、
信
州

大
学
、
埼
玉
小
児
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
北
海
道
出
身
の
先

生
方
や
そ
の
お
弟
子
さ
ん
に

多
く
の
お
導
き
を
い
た
だ

き
、
ど
っ
ぷ
り
と
小
児
遺
伝

の
世
界
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、

石
狩
市
内
の
小
児
科
は
「
わ

が
つ
ま
小
児
科
」
さ
ん
の
一

件
の
み
と
な
り
、
石
狩
市

の
支
援
事
業
を
利
用
し
て

２
０
２
２
年
に
開
院
し
、
３

年
が
経
ち
ま
し
た
。
開
院
以

来
、
小
児
の
地
域
医
療
に
邁

進
し
て
い
ま
す
。

　

喘
息
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
、
慢
性
便
秘
な
ど
幅
広
い

疾
患
に
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
新
薬
に
よ
り
重
症
ア

ト
ピ
ー
で
も
初
療
か
ら
対
応

で
き
る
世
の
中
に
な
り
、
私

自
身
そ
の
変
化
に
驚
い
て
い

ま
す
。
開
業
か
ら
３
年
、「
石

の
上
に
も
三
年
」
と
申
し
ま

す
が
、
最
近
は
少
し
自
分
の

専
門
に
も
目
が
い
き
始
め
ま

し
た
。

　

時
折
、
レ
ッ
ク
リ
ン
グ
ハ

ウ
ゼ
ン
病
や
ダ
ウ
ン
症
の
お

子
さ
ん
が
感
冒
な
ど
で
外
来

に
来
ら
れ
る
と
、
自
然
と
目

が
向
き
ま
す
。
遺
伝
外
来

で
は
ま
さ
に
“Common 

Disease

”
で
し
た
。
医
学

の
発
達
に
よ
り
、
ダ
ウ
ン
症

の
心
奇
形
や
白
血
病
も
治
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

日
常
の
診
療
や
定
期
的
な
経

過
観
察
は
、
当
院
で
も
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
遺
伝
科
時
代
も

耳
鼻
科
・
眼
科
を
は
じ
め
と

す
る
多
科
の
先
生
方
と
チ
ー

ム
を
組
ん
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
先
生

方
に
協
力
を
お
願
い
し
つ
つ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
え
る

て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
関
東
平

野
の
端
っ
こ
で
す
の
で
、
高

い
ビ
ル
な
ど
も
あ
ま
り
な
く
、

北
の
方
を
見
る
と
赤
城
山
の

裾
野
が
広
が
っ
て
お
り
、北
西

を
見
る
と
榛
名
山
、
西
に
妙

義
山
、
南
西
に
は
噴
煙
を
上

げ
る
浅
間
山
と
、
群
馬
が
誇

る
名
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
、確
か
に
自
分
の
現
在
位
置

や
方
角
が
何
と
な
く
把
握
で

き
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
、
常
に
山
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
海
な

し
県
で
育
っ
た
せ
い
か
、
近

く
に
山
が
あ
る
風
景
を
見
る

と
、
安
心
す
る
よ
う
な
感
覚

さ
え
あ
り
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
札
幌
医
科

大
学
口
腔
外
科
学
講
座
に
入

局
し
、
道
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

関
連
病
院
に
出
向
し
て
き
ま

し
た
。
数
々
の
出
向
先
で

も
、
利
尻
島
で
は
利
尻
富

士
、
函
館
で
は
駒
ヶ
岳
や
函

館
山
、
洞
爺
湖
町
で
は
有
珠

山
や
羊
蹄
山
、
札
幌
で
は
藻

岩
山
や
手
稲
山
な
ど
、
見
知

ら
ぬ
土
地
で
も
近
く
に
山
が

あ
っ
た
り
、
大
き
な
山
が
常

に
見
え
た
り
す
る
と
、「
あ
、

群
馬
に
雰
囲
気
が
似
て
い
る

な
ぁ
。
こ
こ
は
長
く
住
め
そ

う
か
な
」
と
感
じ
ら
れ
、
馴

染
む
の
も
早
い
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
札
幌
市
内
で
、
行

き
は
手
稲
山
、
帰
り
は
大
倉

山
を
眺
め
な
が
ら
通
勤
す
る

毎
日
で
す
。
た
ま
に
は
実
家

に
帰
っ
て
、
グ
ン
マ
ー
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
年
目
以
降
の
新
た
な
目

標
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
思
案
中
の
と
こ
ろ
で

す
。
紹
介
な
し
に
は
成
り
立

た
な
い
医
療
で
す
が
当
診
療

所
で
も
対
応
可
能
な
こ
と
は

多
々
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

18
歳
の
時
に
北
海
道
医
療

大
学
歯
学
部
に
入
学
し
て
か

ら
、
も
う
23
年
が
経
ち
ま
し

た
。生
ま
れ
は
旭
川
で
す
が
、

育
ち
は
群
馬
県
前
橋
市
で
、

高
校
卒
業
ま
で
夏
は
暑
く
、

冬
は
乾
燥
と
空
っ
風
に
吹
か

れ
る
毎
日
で
し
た
。
近
年
は

夏
の
暑
さ
が
さ
ら
に
ひ
ど
く

な
り
、
日
本
の
最
高
気
温
を

更
新
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

も
耳
に
し
ま
す
。
知
り
合
い

か
ら
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
群
馬

特
集
を
引
き
合
い
に
「
秘
境

の
地
・
グ
ン
マ
ー
」と
言
わ
れ

る
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
全
国
的
な
知

名
度
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
特
集
で
「
群
馬

県
民
は
山
で
方
角
を
確
か
め

　

稚
内
市
は
宗
谷
海
峡
を
は

さ
ん
で
東
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
、
西
は
日
本
海
に
面
し
、

宗
谷
岬
か
ら
43
㎞
の
地
に
サ

ハ
リ
ン
（
旧
樺
太
）
の
島
影

を
望
む
国
境
の
ま
ち
で
す
。

近
年
で
は
、
年
間
平
均
風
速

７
ｍ
と
い
う
特
性
を
生
か
し

た
風
力
発
電
の
導
入
が
進
ん

で
お
り
、
現
在
ま
で
に
建
設

さ
れ
た
１
３
６
基
の
風
車
は
、

市
内
の
電
力
需
要
の
約
４
倍

相
当
を
発
電
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
か
ら
遠
隔
の
ま
ち

に
共
通
と
も
い
え
る
医
師
不

足
は
本
市
に
お
い
て
も
長
年

の
課
題
で
あ
り
、
市
立
稚
内

病
院
の
医
師
不
足
が
診
療
に

も
影
響
し
て
い
た
２
０
１
５

年
に
は
、
市
民
ぐ
る
み
で
医

療
を
守
る
「
地
域
医
療
を
考

え
る
稚
内
市
民
会
議
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
を
含
む
25
団
体
で
構

成
す
る
こ
の
市
民
会
議
に
は

「
医
療
と
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
応
援
団
」（
病
院
応
援
団
・

健
康
応
援
団
・
未
来
応
援
団
・

医
師
誘
致
応
援
団
）
を
設
け

て
お
り
、
病
院
応
援
団
に
よ

る
医
師
等
の
医
療
従
事
者
に

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
取
組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
継
続
し
、
計
１
２�

０
０
通
を
超
え
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
来
応
援
団
の
未

来
の
医
療
従
事
者
を
育
て
る

取
組
み
と
し
て
、
市
立
稚
内

病
院
の
中
学
生
医
療
探
検
講

座
へ
協
力
す
る
ほ
か
、
市
内

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
と
の
ご
縁

に
よ
り
、
慶
応
義
塾
大
学
の

医
療
系
学
部
合
同
実
習
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
３
年

連
続
で
実
習
の
受
入
れ
・
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
関
係
者
の
皆
様
に
、

就
業
ま
た
は
観
光
の
地
と
し

て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

11
月
22
日
、
札
幌
支
部
・

石
狩
支
部
共
催
の
麻
雀
大
会

を
札
幌
市
内
で
開
催
し
、
医

科
10
人
、
歯
科
４
人
の
計
14

人
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
東
南
３
回
戦
で
実

施
さ
れ
、
最
終
戦
は
上
位
者

同
士
の
直
接
対
決
と
な
る
白

熱
し
た
展
開
と
な
っ
た
。

　

激
戦
の
末
、
約
１
年
ぶ
り

の
対
局
と
な
っ
た
山
田
幸

治
先
生（
札
幌
市
東
区
）
が

３
９
５
０
０
点
を
獲
得
し
優

勝
し
た
。

　

ま
た
、
半
荘
最
高
得
点
賞

は
、
１
回
戦
で
３
３
６
０
０

点
を
記
録
し
た
山
口
秀
夫
先

生（
札
幌
市
豊
平
区
）
が
受

賞
し
た
。

　

終
了
後
は
懇
親
会
場
に
移

動
し
て
表
彰
式
を
行
い
、
参

加
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
な

が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
閉
会
し
た
。

179179179
どさんこ通信どさんこ通信

宗谷丘陵の風車群

白熱した対局

優勝した山田幸治先生

成績表（敬称略）

順　位 地区名 氏名（敬称略） 総点数

優　勝 東区（歯） 山田　幸治 39,500

準優勝 豊平区（医） 山口　秀夫 33,600

３　位 白石区（医） 出村　守 21,300

①法人加入の場合の保険料は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③剰余金が生じた場合は配当金としてお支払いします！
④面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。

・会員·配偶者…満65歳６カ月未満の方
　　　　　　　・こども…満２歳６カ月超　満22歳６カ月以下の方

月額保険料と保障金額 ＜会員本人 男性の場合＞ ※一部抜粋
保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円
46～50歳 14,100円 11,750円 2,350円 1,175円
51～55歳 20,520円 17,100円 3,420円 1,710円
56～60歳 29,640円 24,700円 4,940円 2,470円
61～65歳 45,360円 37,800円 7,560円 3,780円

死亡時・高度障害時に
お支払いする保険グループ保険 12月～1月は

キャンペーン
期間

開
業
小
児
科
で
遺
伝
外
来
が

開
業
小
児
科
で
遺
伝
外
来
が

��

で
き
な
い
も
の
か
思
案
中
で
す

で
き
な
い
も
の
か
思
案
中
で
す

石
狩
支
部　
し
ろ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

坂さ
か
づ
め爪　

悟さ
と
る

故
郷
の
山
々

故
郷
の
山
々

札
幌
支
部　
北
区
し
ん
た
歯
科

金か
ね
こ子　
剛た

け
し

稚
内
市
　
生
活
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課

市
民
ぐ
る
み
で
地
域
の
医
療
を
守
る
取
組
み

札
幌
支
部
・
石
狩
支
部
共
催
行
事

第
43
回
麻
雀
大
会

優
勝
は
山
田
幸
治
先
生
！
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保険診療Ｑ＆Ａ

　 　

　

テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
札
幌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
笠
谷
選
手
が
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
あ
の
瞬

間「
飛
ん
だ
、
決
ま
っ
た
！

見
事
な
ジ
ャ
ン
プ
！
」
と
い

う
実
況
の
声
と
と
も
に
ブ
ラ

ウ
ン
管
に
映
っ
た
着
地
姿
勢

―
あ
れ
が
テ
レ
マ
ー
ク
姿
勢

で
あ
る
。
片
膝
を
落
と
し
た

独
特
の
フ
ォ
ー
ム
だ
。
テ
レ

マ
ー
ク
ス
キ
ー
と
は
そ
の
姿

勢
で
タ
ー
ン
を
描
く
ス
キ
ー

の
こ
と
で
あ
る
。

　

テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
は
、

か
か
と
が
浮
く
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
ブ
ー
ツ
の
つ
ま
先

を
金
具
に
滑
り
込
ま
せ
、
か

か
と
を
ケ
ー
ブ
ル
で
前
に
引

き
寄
せ
て
締
め
る
。
年
配
の

方
に
は
、
か
つ
て
の
「
カ
ン

ダ
ハ
ー
」
に
似
た
構
造
と
い

え
ば
わ
か
り
や
す
い
だ
ろ
う

か
。
乗
り
味
は
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
と
は
ま
る
で
違
い
、
足

元
は
柔
ら
か
く
エ
ッ
ジ
も
立

ち
に
く
い
。テ
レ
マ
ー
ク
タ
ー

ン
は
、
左
右
に
体
重
移
動
し

な
が
ら
板
を
前
後
に
ス
ラ
イ

ド
さ
せ
る
。
前
傾
し
す
ぎ
て

も
い
け
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん

後
傾
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
そ

の
分
、
疲
れ
る
。
し
か
し
、

う
ま
く
決
ま
っ
た
と
き
の
浮

遊
感
と
一
体
感
は
、
ほ
か
の

ス
キ
ー
で
は
味
わ
え
な
い
。

　

少
し
前
ま
で
は
「
山
ス

キ
ー
」
と
い
え
ば
こ
の
テ
レ

マ
ー
ク
ス
キ
ー
だ
っ
た
が
、

「
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
頃
か
ら
、
道
具
は
Ａ

Ｔ（
ア
ル
ペ
ン
ツ
ー
リ
ン
グ
）

ス
キ
ー
が
主
流
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
少
数
派
だ
っ
た
テ

レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
は
、
今
で

は
絶
滅
危
惧
種
の
よ
う
な
存

在
だ
。
そ
れ
で
も
、
ゲ
レ
ン

デ
で
一
日
過
ご
せ
ば
、
ひ
と

り
か
、
ふ
た
り
は
テ
レ
マ
ー

カ
ー
を
見
か
け
る
。
な
ぜ
か

皆
、
独
り
で
滑
っ
て
い
る
。

ご
く
ま
れ
に
ゲ
レ
ン
デ
で
同

好
の
士
と
挨
拶
を
交
わ
す
こ

と
が
あ
る
が
、
誰
も
が
口
を

そ
ろ
え
て
「
意
地
で
や
っ
て

い
る
」
と
言
う
。
か
く
い
う

私
も
そ
の
一
人
だ
。
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
の
方
が
は
る
か
に

楽
で
カ
ッ
コ
い
い
。
そ
れ
で

も
や
め
ら
れ
な
い
。

　

今
年
も
ま
た
、
テ
レ
マ
ー

ク
ス
キ
ー
の
季
節
が
は
じ
ま

る
。�

（
堤
田
）

〈
11
月
〉

８
日　

支
部
長
会

10
日　

�

北
海
道
医
師
会
と
の

懇
談
会

15
日　

歯
科
市
民
集
会

22
日　

札
幌
支
部
麻
雀
大
会

25
日　

第
8
回
理
事
会

27
日　

保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

■
第
８
回
理
事
会

日
時　

11
月
25
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�
12
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

２
０
２
６
年
度
の
各
部
概

算
要
求
基
準
額（
案
）
に

つ
い
て

③�

保
団
連
第
52
回
定
期
大
会

に
つ
い
て

④�

次
期
保
団
連
代
議
員
に
つ

い
て

⑤�

広
報
部
の
部
員
委
嘱
に
つ

い
て

⑥
そ
の
他

内
田　

圭
治
先
生

11
月
５
日
ご
逝
去（
68
歳
）

大
村　

和
久
先
生

11
月
７
日
ご
逝
去（
79
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　会員から本会に寄せられた質問をもとにＱ&Ａ形式で解説する。今
後の保険診療およびレセプト請求の参考にしていただきたい。

【医学管理等】
Ｑ�　傷病手当金意見交付料について、患者の過失により紛失してしまっ
た場合、再度発行して保険請求を行うことは可能か。 
Ａ�　上記の理由により再発行した傷病手当金意見交付料を保険請求する
のは難しいと考える。

Ｑ�　患者から、引っ越し先の医療機関で受診することを理由に診療情報
提供書の交付を依頼された。今後どこの医療機関に受診するかわから
ないが、診療情報提供料（Ⅰ）を算定可能か。
Ａ　紹介先の医療機関が特定されていないため算定できない。

Ｑ�　糖尿病で生活習慣病管理料を算定している患者に対して、頚肩腕症
候群の病名で療養費同意書を作成した場合、交付料の算定は可能か。
Ａ　生活習慣病管理料を算定した場合、療養費同意書交付料の算定は不可。

Ｑ�　家族性高コレステロール血症の患者について、特定疾患療養管理料
の算定は可能か。
Ａ�　家族性高コレステロール血症は特定疾患療養管理料の対象疾患なの
で算定は可能。

【在宅医療】
Ｑ�　在宅患者訪問点滴注射指導管理料について、週３日以上看護師等が
訪問して点滴を実施できなかった場合、使用した薬剤料は算定できる
とされているが、２日間の点滴注射指示を行った場合は、どのような
請求となるのか。
Ａ�　在宅患者訪問点滴注射指導管理料の算定要件を満たさないため、管
理料や薬剤料を算定できない。ただし、使用した薬剤が在宅医療の部
で規定されている注射薬であれば、レセプトの⑭在宅薬剤として算定
できる。

Ｑ�　在宅医療管理料の算定について、インスリン自己注射を行っている
患者が睡眠時無呼吸症候群の治療のため、ASVを使用することになっ
た場合の算定について。
Ａ�　本患者は在宅自己注射指導管理料と在宅持続陽圧呼吸療法指導管理
料（２の 250点）の対象となる。在宅指導管理料は主たるものを算定
することになり、管理料は 1つしか算定できないが、材料費加算につ
いては各々算定可能。

Ｑ�　在宅自己注射指導管理料の導入期加算について、例えば１/29 に１
回目算定、２月は来院せず、３月に２回目算定、４月に３回目を算定
したところ、４月分が査定されたケースについて、導入期加算の算定
要件を教えていただきたい。
Ａ�　算定要件に「初回指導を行った日の属する月から起算して３月以内
の期間に当該指導管理を行った場合には導入期加算として３月を限度
に算定」と記載があるので、例の場合、導入期加算対象期間は１月～
３月となり、４月は期間外となり査定されたものと考える。

Ｑ�　在宅自己注射を月半ばから開始し、１日につき１回の注射指示を
行った。月内の注射回数は 27回に満たないが、その月全体の自己注
射を指示したとして「28回以上」の区分で在宅自己注射指導管理料を
算定できるか。
Ａ�　在宅自己注射指導管理料は、医師が当該月に在宅で実施するよう指示し
た注射の総回数によって点数区分が分かれている。質問の状況では開始月
の注射回数が28回に届かないため、「27回以下」の区分で算定する。

【リハビリテーション】
Ｑ�　運動器リハビリテーションの算定について、回復期リハ病棟に入院
している患者については運動器リハの算定は１日最大６単位までで間
違いないか。
Ａ�　回復期リハ病棟における運動器リハの算定単位数について、令和６
年度診療報酬改定より、それまで認められていた厚労大臣が定める患
者から「運動器リハ」は除外された。そのため、回復期リハ病棟にお
ける運動器リハの１日最大単位数は６単位が上限となった。

【検査】
Ｑ�　ヘリコバクター・ピロリ菌感染症の疑いで内視鏡検査を行ったとこ
ろ、アニサキスを発見し内視鏡的胃内異物摘出術を実施した。感染診
断のための生検法の算定は可能か。
Ａ�　対象疾患は異なるが、同一手術野における検体採取のため、生検法
の算定はできない。

【入院料等】
Ｑ�　療養病棟入院基本料を算定している患者について、前立腺癌を罹患
しており、リュープリン注射を投与している場合について、薬剤は包
括除外となるのか。 
Ａ�　リュープリンはホルモン剤であるが、厚労省が告示した平成28年診
療報酬改定の疑義解釈通知（その１・問35）で「療養病棟入院基本料
を算定する病棟において、インターフェロン、酢酸リュープロレリン
等の悪性腫瘍に対する効能を有する薬剤を使用した場合、抗悪性腫瘍
剤として薬剤料を算定できるか」との問に「算定できる」と示されて
いたので包括除外になる。
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